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1 まえがき

インターネットのサイトの構造はスケールフリー構

造になっており、多数のサイトからリンクされている

比較的少数のハブと呼ばれるノードによって支配され

ている。このスケールフリーネットワークでは、偶発

的に起こる障害に対しては非常に強いが、ハブが外部

からの組織的な攻撃など意図的な攻撃を受けて機能し

なくなってしまった場合、簡単にネットワークが崩壊し

てしまう可能性がある [1]。そのため、ハブへ集中する
負荷を他のノードに分散させ、たとえハブがダウンし

てもネットワークを維持できるようにする方法が必要

である。そこで本発表では、現在人気の高まっている

Weblogコンテンツに注目し、ハブに集中する負荷を分
散させることを目的とした Peer-To-Peerでサイト間で
のWeblogコンテンツの共有を行うためのプロトコル
を提案し、それを実装したシステムについて述べる。

2 WeblogとRSS

Weblogとは、頻繁に更新のある日記、ニュースサイ
ト、いわゆるテキストサイトなどを指し、それらをま

とめてWeblog（略して Blog）と呼ぶ。Blogサイトの
多くは XMLフォーマットの 1つである RSSファイル
を提供しており、このファイルにはコンテンツのタイ

トルやURIなどの情報が記載されている。Blog閲覧者
はこのRSSを収集しコンテンツ情報を解析することに
より、ブラウザで個々のサイトを巡回して閲覧するよ

りも素早く簡単に欲しいコンテンツを閲覧することも

できる。
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3 プロトコルの概要

P2Pシステムではコンテンツをサーバに集約せず各
ノードが分散的に所持しており、そのネットワーク形成

において最も多用されている方式として Napsterを代
表としたHybrid P2PシステムとGnutellaを代表とし
た Pure P2Pシステムの 2つがある [2]。上の 2つの方
式では、コンテンツがどこにあるのかを知るために他

のノードに問い合わせを行いコンテンツの共有を行っ

ているが、本発表で注目しているWeblogコンテンツ
では RSSファイル中にコンテンツへの URI情報が含
まれているので、わざわざ他のノードにコンテンツの

検索をかける必要はない。さらに、上の 2つのネット
ワークでは自分がネットワークのどの部分に属してい

るのかを選ぶことができず、自分にとって有用でないコ

ンテンツも所持しなくてはならないこともあるが、本

発表で提案するプロトコルではその弱点を改善し、各

ノードが自分の興味のあるテーマごとにそれぞれ小さ

なネットワークを形成し、そのネットワークのつなが

りで大きなネットワークを形成することを目指す。そ

こで、

• 各ノードはできるだけ自分に関係のある、あるい
は興味のあるコンテンツだけを所持し、そのノー

ドのつながりで小さなネットワークを形成する。

• 子のノードは親のノードへコンテンツの更新チェッ
クのためのポーリングを行わないようにし、ネッ

トワークトラフィックの軽減を図る。

• 各ノードはコンテンツの更新を知った時に自分の
子のノードに更新情報を伝える。

• コンテンツのやり取りについてはXML-RPCを用
いる。

以上の 4つを柱として負荷分散を目的としたBlogコン
テンツ共有のためのプロトコルを提案する。
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3.1 ネットワークの形成

まず小さなネットワークを形成するために自分と関係

の近いノードを知る方法が必要である。そこで、Blogで
よく用いられているTrackBackを利用する。TrackBack
とは、TrackBackに対応しているあるサイトのコンテ
ンツを A とし、その A に対して書かれた新しいコン
テンツを B とすると、B から A に対して TrackBack
Pingを送信することで Aと Bの間に明示的なリンク
関係を築くことができるものである。この TrackBack
PingにはコンテンツBへのURIが含まれており、Aは
TrackBack Pingを保存してリスト表示することもでき
るので、各ノードはこのリストを利用して他のノード、

他のネットワークとのリンクを形成することができる。

（下図 1参照）。

図 1: 小さなネットワークの形成

3.2 親ノードと子ノード

新しいノードが既存のネットワークに組み込まれる

ためには、そのコンテンツに関して自分の親となるノー

ドを見つける必要がある。その時に親ノードが闇雲に

子ノードを受け入れていては負荷分散を果たせないの

で、親ノードはすでにある閾値よりも負荷が大きい場

合は自分が受け持っている子ノードを新しいノードに

紹介し、負荷分散を図る。あるコンテンツに関する親

と子の関係は、その他のコンテンツに関しては立場が

逆転する。各ノードは親から新しい情報を受け取った

ら、自分が担当している子ノードに更新された情報を

伝える。もし子のノードの方が新しい情報を持ってた

場合は、自分はそこで情報の配信を止め新しい情報が

届くのを待つ。コンテンツのやり取りには XML-RPC
を用い、各ノードはこのプロトコルを実装しているか

どうかチェックするメソッド、更新された情報を共有し

ているノードであるかどうかをチェックするメソッド、

その情報をすでに持っている、もしくはより新しい情

報を持っているかどうかをチェックするメソッド、親か

ら子へコンテンツの受け渡しをするメソッドなどを用

意する。

3.3 各ノードが共有するコンテンツ

各ノードは、自分がトラックバックしたコンテンツの

キャッシュと自分が興味を持っているサイトの RSSを
保持する。他のノードから多くリンクされているノード

は負荷が高い状態であると予想されるので、このキャッ

シュを用いることで Blog 閲覧者は負荷の高いノード
へコンテンツを要求する前にそれよりも負荷の小さい

ノードからコンテンツを受け取ることができる。

4 実装とまとめ

現在以上の仕様を満たしたプロトコルを実装中であ

り、実装した結果などについては当日の発表で詳しく

述べる。このプロトコルを用いることでハブに集中す

る負荷は分散されるであろうが、そのトレードオフで

ネットワーク全体にかかる負荷は大きくなることが予

想される。その閾値をどのように決めるかが今後の課

題になるであろう。実装途中であるため仕様が若干変

更される可能性もある。
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